
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

受信機の受信路上に信号を受信するための方法であって、

ノイズレベルを 該受信路に感度抑圧信号を注入

を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
請求項１に記載の方法において、さらに
前記受信路上の前記信号を増幅器にて増幅するステップを含み、
前記注入するステップが、さらに
前記感度抑圧信号を、前記増幅器の下流において前記受信路に注入する処理を含む方法。
【請求項３】
請求項１に記載の方法において、さらに
ノイズ源を前記感度抑圧信号として供給するステップを含む方法。
【請求項４】
請求項１に記載の方法において、さらに
連続波信号を前記感度抑圧信号として供給するステップを含む方法。
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無線通信システムにおいて、
該受信機の感度を抑圧するよう、該受信路上の受信信号を減衰させることなしに、該受信
路の相対的な 高めるために、 するステップ
と、
該無線通信システムの動作パラメータに基づいて、該感度抑圧信号のパワーレベルを調節
するステップと、



【請求項５】
請求項１に記載の方法において、さらに
連続波信号を変調信号源を用いて変調することで、変調された感度抑圧信号を前記感度抑
圧信号として生成するステップを含む方法。
【請求項６】
請求項５に記載の方法において、前記変調ステップが
前記連続波信号をＩ／Ｑ変調器に供給するステップと、
前記変調信号源からＩ信号およびＱ信号を供給するステップと、
前記１／Ｑ変調器によって前記連続波信号を前記ＩおよびＱ信号を用いて変調することで
、前記変調された感度抑圧信号を生成するステップとを含む方法。
【請求項７】
請求項５に記載の方法において、前記変調ステップが
前記連続波信号を前記変調信号源からの変調信号と混合することで、前記変調された感度
抑圧信号を生成する処理を含む方法。
【請求項８】
請求項５に記載の方法において、前記変調ステップが
前記連続波信号を可変減衰器に供給するステップと、
変調信号を前記可変減衰器に供給するステップと、
前記可変減衰器により前記連続波信号を前記変調信号を用いて減衰することで、前記変調
された感度抑圧信号を生成するステップとを含む方法。
【請求項９】
請求項５に記載の方法において、さらに
前記感度抑圧信号を前記注入ステップの前に減衰するステップを含む方法。
【請求項１０】

信号を受信するための受信路を 受信機であって、
感度抑圧信号路上に感度抑圧信号を生成する 感度抑圧信号源と、
該感度抑圧信号路および該受信路に接続される結合路であって、

該受信路上の ノイズレ
ベルを 該感度抑圧信号を該受信路内に注入する 結合器と、

を備えることを特徴とする受信機。
【請求項１１】
請求項１０に記載の受信機において、
前記感度抑圧信号源が、前記感度抑圧路上にノイズ信号を生成するノイズ源から成るもの
である受信機。
【請求項１２】
請求項１０に記載の受信機において、
前記感度抑圧信号源が前記感度抑圧路上に連続波信号を生成する連続波信号から成る受信
機。
【請求項１３】
請求項１０に記載の受信機において、さらに
連続波信号を生成する連続波信号源と、
少なくとも一つの変調信号を生成する変調信号源と、
前記連続波信号および前記少なくとも一つの変調信号を受信する変調器であって、前記連
続波信号を前記少なくとも一つの変調信号を用いて変調して、変調された感度抑圧信号を
前記感度抑圧信号として生成する変調器とを含む受信機。
【請求項１４】
請求項１０に記載の受信機において、さらに
前記感度抑圧信号路上に設けられた減衰器であって、前記感度抑圧信号路上の前記感度抑
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無線通信システムにおける、 有する
ことの可能な

該受信機の感度を抑圧す
るよう、該受信路上の受信信号を減衰させることなしに、 相対的な

高めるために、 よう機能する
該無線通信システムの動作パラメータに基づいて、該感度抑圧信号のパワーレベルを調節
する手段と、



圧信号を受信し、前記感度抑圧信号のレベルを調節する減衰器を含む受信機。
【請求項１５】
請求項１０に記載の受信機において、さらに
前記受信路上の増幅器を含み、
前記結合器が前記受信路上の前記増幅器の出力の下流に配置されるようになっている受信
機。
【請求項１６】
請求項１０に記載の受信機において、
前記受信路上の前記通信信号がベースバンド周波数のデジタル化されたＩ／Ｑ信号の形式
を持ち、前記感度抑圧信号源が擬似ランダムノイズシーケンスを前記感度抑圧信号として
生成し、前記結合器が、前記受信機の感度を抑圧するために、前記擬似ランダムノイズ信
号を前記デジタル化されたＩ／Ｑ信号に加えるよう機能する受信機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、無線通信、より詳細には、無線受信機の感度の抑圧に関する。
【０００２】
【従来の技術】
多くのセルラおよびパーソナル通信システムにおいては、各移動体ユニットによって送信
される電力レベルは、サービング基地局によって制御される。移動体ユニットの電力制御
は、移動体ユニットが（移動体ユニットから基地局に向う）逆方向チャネル上に良好な品
質のリンクを維持するために必要とされる最小限の電力レベルにて送信するように遂行さ
れる。電力制御は、移動体ユニットのバッテリ寿命を向上させることに加え、加入者ユニ
ットの逆方向チャネルの信号対雑音比（Ｓ／Ｎ）を低減する。幾つかの状況においては、
移動体ユニットからの送信電力を適当なレベルにするために、基地局の無線受信機の感度
を抑圧することが必要となる。例えば、移動体ユニットの送信電力が潜在的な干渉を克服
するために意図的に高く保たれている場合、基地局から移動体ユニットが実際より離れて
いるように見えるように、基地局の感度を抑圧することが必要となることがある。こうす
ることで、基地局は、引き続いて、移動体ユニットに、移動体ユニットの送信電力を高く
維持する制御情報を送信することとなる。感度の抑圧は、移動体ユニットが一つあるいは
複数の基地局から電力制御情報を受信している場合にも必要となる。例えば、小さなカバ
レッジエリア（マイクロセル）がより大きなセル（マクロセル）内に埋め込まれている符
号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）システム内で、移動体ユニットがソフトハンドオフを行
なう状況（つまり、移動体ユニットがマイクロセルとマクロセルと同時に通信する状況）
においては、両方のセルの基地局受信機が移動体ユニットに電力制御情報を送信し、それ
ら制御情報が衝突することがある。例えば、マイクロセルの感度が良すぎる場合、マイク
ロセルの基地局は、移動体ユニットに向けて、移動体ユニットに対して低い電力レベルに
て送信することを指令する電力制御情報を送信する。移動体ユニットが、これに応答して
、低い電力レベルにて送信した場合、マイクロセルの基地局の要求は満足できるが、ただ
し、この低い電力レベルは、マクロセルの基地局にとっては不十分となる。このため、マ
クロセルの基地局は、移動体ユニットに向けて、移動体ユニットに対してより高い電力レ
ベルにて送信することを指令する電力制御情報を送信するが、このより高い電力レベルは
、マイクロセルの基地局にとっては許容できない。従って、ハンドオフの境界の所に位置
する移動体ユニットからの送信電力のレベルがマイクロセルに対して十分に高くなり、し
かも、マクロセルに対しても適当となるように、マイクロセルの感度を抑圧し、基地局間
の感度を適当にバランスさせることが必要となる。
【０００３】
図１は、感度の抑圧が無線受信機１０のフロントエンドにおいてどのように実現されるか
を示す。受信機１０は、低ノイズ増幅器１４の入力の上流に接続された減衰器１２あるい
は他の損失デバイスを含む。減衰器１２は、調節可能であり、可変な感度抑圧レベルを実
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現する。減衰器１２は、信号の電力レベルは低減あるいは減衰する一方で、ノイズの電力
レベルは同一のレベルに維持することで、感度の抑圧を達成する。感度抑圧の所望のレベ
ルに依存して、受信信号の減衰量が設定される。ノイズのレベルを維持しながら信号の電
力レベルを低減することで、受信機のＳ／Ｎ比が低減され、これによって、受信機の感度
が低減（抑圧）される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ただし、受信機の感度をこの方法にて設定する方法においては、短所として、受信路１５
上に可変減衰器が挿入され、このために、常に、幾らかの挿入損失が発生する。この損失
は、数デシベル（ｄＢ）に達し、場合によっては、受信機１０の総雑音指数に大きく寄与
する。従って、従来のシステムの欠点を軽減することができる無線受信機の感度を設定す
るための感度抑圧システムに対する必要性が存在する。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明によると、受信機の感度が、感度抑圧信号、例えば、ノイズ信号を受信機の受信路
上に注入し、受信路上のノイズの電力レベルを信号の電力レベルに対して調節することで
、設定（抑圧）される。例えば、感度抑圧源によって、感度抑圧信号がノイズとして感度
抑圧路上に供給される。感度抑圧路上の可変減衰器によって、感度抑圧信号の電力レベル
が調節され、これによって、所望のレベルの感度抑圧が達成される。感度抑圧路が受信機
の受信路に結合され、感度抑圧信号が受信路内に注入される。感度抑圧信号は、受信機の
感度を、受信路上のノイズの電力レベルを信号の電力レベルに対して増加させることで、
抑圧する。感度抑圧信号は、好ましくは、受信路内に、受信路上の主増幅器の下流におい
て注入される。感度抑圧信号を増幅器の下流において注入した場合、感度抑圧システムの
総雑音指数への寄与は、従来のように増幅器の入力の上流に信号の減衰が導入された場合
と比較して低減され、感度の抑圧が要求されない場合の受信機の感度の損失はなくなる。
ただし、用途に依存して、感度抑圧信号は、受信路内に、受信機の無線周波数（ＲＦ）段
の所で注入することも、中間周波数（ＩＦ）段の所で注入することも、あるいはベースバ
ンド段の所で注入することもできる。感度抑圧信号は、様々な形式を取ることができ、例
えば、広帯域ノイズとすることも、連続（持続）波信号とすることも、変調信号とするこ
とも、あるいは、デジタル擬似ランダムノイズシーケンスとすることもできる。
【０００６】
本発明の他の特徴および長所が、以下の詳細な説明を図面を参照しながら読むことで一層
明白となるものである。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下では無線受信機に対する本発明の原理による感度抑圧システムの実施例について説明
するが、この感度抑圧システムは、無線受信機の感度を無線受信機の感度を抑圧すること
で設定するために用いられる。本発明による受信機感度抑圧システムは、これを、受信信
号の動作帯域幅内の感度抑圧信号を無線受信機の受信路上に注入することによって達成す
る。本発明によると、受信路上に受信される信号をノイズレベルに向けて減衰するのでは
なく、むしろ、感度抑圧信号を用いて、受信路上のノイズの電力レベルを受信信号の電力
レベルに向けて増加することで、受信機の感度が抑圧される。無線受信機は、移動体ユニ
ットの受信機や、基地局の受信機等、感度の抑圧を必要とするどのような受信機であって
も構わず、さらに、受信機は、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）、時間分割多重アクセ
ス（ＴＤＭＡ）、Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＡＭＰ
Ｓ）、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎ（ＧＳＭ）　等、どのようなアクセススキームを用いても構わない。多重キャリア（お
よび受信機）を持つシステムにおいては、十分な帯域幅を持つ単一のノイズ源によって全
てのキャリアの感度を同時に抑圧することもできる。
【０００８】
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図２は、本発明の原理による受信機感度抑圧システムの一つの実施例を用いる無線受信機
のフロントエンド１６の略図である。ノイズダイオード等の広帯域ノイズ源１８を用いて
、感度抑圧信号が、低ノイズ増幅器（ＬＮＡ）２２の出力の下流のポイントにおいて、受
信路２０上に注入される。この特定の実施例によると、ノイズ源１８は感度抑圧路２４上
に設けられ、感度抑圧路２４上の可変（可調）減衰器２６によって、感度抑圧路２４上の
ノイズが可変的に減衰される。受信路２０上の結合器２８は、感度抑圧路上の感度抑圧信
号を入力として受信し、これを受信路２０内に注入することで、受信機の感度をノイズ源
１８からの広帯域ノイズを用いて抑圧する。可変減衰器２６は、受信路２０内に注入され
るノイズ電力の量を調節する機能を持ち、こうして、この実施例においては異なるレベル
の感度抑圧が実現される。ただし、感度抑圧信号の電力レベルは、結合器２８より上流に
位置するＬＡＮ２２あるいは他の要素から来る増幅されたノイズの電力レベルより、僅か
に小さなあるいは大きなことを要求される。感度抑圧信号の電力レベルが、増幅されたノ
イズの電力レベルに接近あるいはこれを超過するにつれて、感度抑圧信号が総結合雑音指
数により多く寄与し、これによって、感度の抑圧が実現される。
【０００９】
幾つかの実施例においては、制御回路２９によって感度抑圧のレベルが様々なパラメータ
、例えば、受信信号の電力レベルと、フレームエラー率（ＦＥＲ）および／あるいはビッ
トエラー率（ＢＥＲ）との関係等に依存して動的に調節される。この説明の背景において
は、動的な調節とは、制御回路２９によって、システムの動作パラメータの変動に基づい
て制御信号を送信することで、調節をトリガすることを意味する。重複するカバレッジを
持つ基地局、付近の基地局および／あるいは移動体ユニットとソフトハンドオフをしてい
る基地局の所のＢＥＲ、ＦＥＲおよび／あるいは対応する受信信号の電力レベルを調べる
ことで、感度抑圧の所望のレベルが決定される。例えば、ある特定の受信電力レベルに対
して、システムは特定のＦＥＲを達成するように設計されており、制御回路２９は、これ
を実現するために、可変減衰器３６を調節することで、感度抑圧の所望のレベルを達成す
る。感度抑圧のレベルは、例えば、基地局の付近に建物が建設されたり、セルラ構成が変
更されたり、あるいは容量が変更されたりして、動作環境が変化した場合、それらに対応
して変更される。
【００１０】
図３は、本発明の原理による受信機感度抑圧システムのもう一つの実施例を示す。この特
定の実施例においては、図２の広帯域信号源１８を用いる代わりに、発振器３０によって
、感度抑圧路３２上に感度抑圧信号として連続波（ＣＷ）信号が生成される。図２の実施
例と同様に、受信路２０内に注入される感度抑圧信号の電力レベルは、感度抑圧信号の電
力レベルが結合器３４の上流のノイズの電力レベルに接近するにつれて、ノイズの電力レ
ベルを増加させる。この特定の実施例は、特に、スプレッドスペクトル（広帯域）受信機
、例えば、直接シーケンススプレッドスペクトル符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）シス
テムに適する。スプレッドスペクトル受信機は、干渉信号、例えば、連続波（ＣＷ）感度
抑圧信号をノイズ内に周波数スプレッディングする一方で、所望のスプレッドスペクトル
信号はデスプレッディングする。こうして、干渉信号がスプレッディングされ、所望の信
号がデスプレッディングされた場合、結果としてのスプレッディングされた干渉信号は、
所望のデスプレッディングされた信号の存在下では、ノイズのように見える。
【００１１】
この特定の実施例においては、受信路２０上の結合器３４は、連続波（ＣＷ）感度抑圧信
号を受信路２０内に注入するが、これは、所望のスプレッディングされたスペクトル信号
の存在下では、デスプレッディングされた干渉信号のように見える。受信路２０のこれよ
り下流の部分においては、スプレッドスペクトル受信機３５の残りの部分は、連続波（Ｃ
Ｗ）感度抑圧信号をスプレッディングする一方で、所望のスプレッディングされたスペク
トル信号をデスプレッディングする。こうして、スプレッディングされた感度抑圧信号は
、所望のデスプレッディングされたスペクトル信号の存在下では、ノイズのように見える
。連続波（ＣＷ）感度抑圧信号の電力が高くなればなるほど、スプレッディングされた連
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続波（ＣＷ）感度抑圧信号の“ノイズ”電力レベルは高くなる。この効果により、連続波
（ＣＷ）信号の電力レベルを調節することで、感度抑圧路３２上の連続波（ＣＷ）信号の
レベルを変化させることが可能である。この特定の実施例においては、可変減衰器３６に
よって、感度抑圧路３２上の連続波（ＣＷ）信号のレベルが調節される。所望のシステム
性能に依存して、感度抑圧レベルを、感度抑圧信号の電力レベルに従って設定することが
できる。例えば、幾つかの基地局用途においては、受信される信号電力レベルと、フレー
ムエラー率（ＦＥＲ）および／あるいはビットエラー率（ＢＥＲ）との関係を調べること
で、感度抑圧の所望のレベルが決定される。重複するカバレッジを持つ基地局、付近の基
地局および／あるいは移動体ユニットとソフトハンドオフをしている基地局の所のＢＥＲ
、ＦＥＲおよび／あるいは対応する受信信号のレベルを調べることで、感度抑圧の所望の
レベルが決定される。上述のような幾つかの用途においては、制御回路３７によって、感
度抑圧のレベルが、上述のパラメータの一つ、幾つか、あるいは全てに依存して動的に調
節される。加えて、制御回路３７によって、連続波（ＣＷ）信号注入源３０を動的に調節
することで、例えば、感度抑圧信号の連続波（ＣＷ）周波数を変化させることもできる。
【００１２】
図４、５、６は、受信機感度抑圧システムの様々な実施例を示す。これら実施例において
は、連続波（ＣＷ）源４０、例えば、発振器によって、連続波（ＣＷ）信号が生成され、
これを変調器４２によって変調することで、この狭い連続波（ＣＷ）信号と比較してより
広い帯域幅の感度抑圧信号が得られる。別の方法として、変調器４２は、変化する周波数
、複数の周波数および／あるいは変調された信号あるいは擬似ランダムノイズ信号を持つ
他のタイプの感度抑圧信号を受信することで、受信機の動作帯域幅の様々な異なる部分に
異なるレベルの感度抑圧を与えることもできる。受信信号強度指標（ＲＳＳＩ）の測定を
行なうデバイスの場合のように狭帯域幅信号を用いることに問題がある幾つかの用途にお
いては、より広い帯域幅の感度抑圧信号が必要となる。可変減衰器４４によって変調され
た感度抑圧信号のレベルを調節することで、所望の量の感度抑圧が得られ、変調された感
度抑圧信号が、結合器４６によって受信路２０内に注入される。より広い帯域幅の感度抑
圧信号を得るためには、連続波（ＣＷ）信号の変調が、振幅変調（ＡＭ）、周波数変調（
ＦＭ）、パルス幅変調（ＰＷＭ）、位相変調（ＰＭ）、ノイズ変調、あるいは他の任意の
形式にて、あるいはこれら様々なタイプの変調を組み合わせを用いて遂行される。
【００１３】
ノイズタイプの変調は、当業者においては理解できるように、擬似ランダムノイズ（ＰＮ
）コードシーケンスを用いて感度抑圧信号を変調することで実現される。このような受信
機感度抑圧システムがスプレッドスペクトル受信機に用いられる場合は、ノイズ変調され
た感度抑圧信号が受信路２０上に結合されるが、この信号は、この感度抑圧信号は受信信
号とは相関されてないために、受信機４５の残りの部分におけるデスプレッディングプロ
セスの後もノイズのように見える。前述と同様に、変調された感度抑圧信号の電力レベル
が受信路２０上の増幅されたノイズの電力レベルに接近あるいはこれを超えるにつれて、
感度抑圧のレベルは増加する。別の方法として、可変減衰器４４は、感度抑圧信号源４０
の電力レベルを変調器４２の前で調節することで、変調された感度抑圧信号の電力レベル
を調節することもできる。
【００１４】
図４、５、６の各実施例において、変調器４２は、様々な異なる形式にて実現される。図
４の実施例においては、変調器４２は、変調信号源４８を含み、変調信号源４８は、同相
（Ｉ）信号と、直交（Ｑ）信号を、１／Ｑ変調器５０に供給する。Ｉ／Ｑ変調器５０は、
感度抑圧信号を、Ｉ信号とＱ信号に従って変調するが、このときＩ／Ｑ変調器５０は、感
度抑圧信号上に施されている変調のタイプを反映して変調された感度抑圧信号を生成する
。図５においては、変調器４２は、変調信号源５２を含むが、この変調信号源５２は、幾
つかの実施例においては擬似ランダムコード発生器とされる。変調信号源５２によって供
給される変調信号は、ミキサー５４によって、発振器４０からの連続波（ＣＷ）感度抑圧
信号と混合され、これによって、ノイズ変調された感度抑圧信号が生成される。ミキサー
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５４によってこうして変調された感度抑圧信号は、この混合プロセスによってミキサー５
４を源とする様々な異なる周波数混合された成分が生成されるために、フィルタリング（
図示せず）を要する。図５の実施例においては、変調信号源５２は、周波数アップ変換あ
るいはダウン変換されるが、変調信号の周波数アップ変換が必要な場合は、高域通過フィ
ルタ（図示せず）を用いて、低周波成分が除去され、変調信号の周波数ダウン変換が必要
な場合は、低域通過フィルタ（図示せず）を用いて、高周波成分が除去される。可変減衰
器４４によって、変調済みの感度抑圧信号の電力レベル、あるいは変調前の感度抑圧信号
の電力レベルが調節され、これによって、適当なレベルの感度抑圧が実現される。
【００１５】
図６の実施例においては、変調器４２は、可変減衰器５４を含み、可変減衰器５４は、発
振器４０からは連続波（ＣＷ）信号を受信し、変調信号源５６からは変調信号を受信する
。可変減衰器５４は、変調信号に応答して連続波（ＣＷ）信号を減衰することで、連続波
（ＣＷ）信号を変調する。変調器４２（可変減衰器５４）は、典型的には、振幅変調（Ａ
Ｍ）あるいはパルス幅変調（ＰＷＭ）を遂行する。用いられる特定の変調スキームに依存
して、可変減衰器５４は、連続波（ＣＷ）信号を変調信号を用いて変調することで、減衰
器変調された感度抑圧信号を生成する。
【００１６】
こうして、本発明による受信機感度抑圧システムは、所望の信号を減衰することなしに、
受信機の感度を効果的に抑圧する。本発明による受信機感度抑圧システムは、所望の信号
を減衰するのではなく、むしろ、受信機の受信路上のノイズレベルを調節することで、所
望のレベルの減衰を実現する。本発明の原理による受信機感度抑圧システムの他の形態を
、上に説明のシステムに要素を追加したり、これから要素を取り除いたり、あるいは上述
の動作のバリエーションあるいは組合せを遂行するようにしたりして実現することも可能
である。図４、５、６の幾つかの用途においては、制御回路３７は、感度抑圧のレベルを
、上述のパラメータを含む様々なパラメータに基づいて動的に調節する。これらパラメー
タに応答して、制御回路３７は、感度抑圧のレベルを、例えば、可変減衰器４４を制御す
ることで調節する。さらに、制御回路３７は、感度抑圧信号源４０を動的に調節すること
で、感度抑圧信号の連続波（ＣＷ）周波数を変化させたり、感度抑圧信号の変調を動的に
制御することもできる。加えて、上述の実施例はＲＦ段内に実現されたが、受信機感度抑
圧システムは、当業者においては理解できるように、本発明の利益を損なうことなく、中
間周波数（ＩＦ）段や、ベースバンド段内に実現することもできる。
【００１７】
例えば、図７Ａは、ベースバンド（ＢＢ）段あるいは中間周波数（ＩＦ）段の所に実現さ
れ、受信機の感度の抑圧を増すために、感度抑圧路６０上のデジタル感度抑圧信号、例え
ば、デジタル擬似ランダムノイズコードが受信路２０のデジタル領域内の少なくとも一部
に注入される受信機感度抑圧システムを示す。この特定の実施例においては、加算器６２
によって、デジタル擬似ランダムシーケンスとデジタル化された受信信号とが加算される
。受信路２０のこのポイントにおいて、受信信号は、典型的には、同相（Ｉ）成分と直交
（Ｑ）成分に復調される。実現によって、受信路２０の部分は、受信信号のＩ成分、Ｑ成
分、あるいはＩ成分とＱ成分の両方を運ぶ。受信路２０上のベースバンド（ＢＢ）段ある
いは中間周波数（ＩＦ）段の所の受信信号成分は、アナログ／デジタル変換器（Ａ／Ｄ）
６４によって、アナログからデジタルに変換され、デジタル変換された受信信号成分の少
なくとも一部に感度抑圧信号が加算される。感度抑圧信号は、要求される感度抑圧のレベ
ルに依存して、あるいは感度抑圧がこれら成分のある一つのタイプに対してのみ要求され
る場合、受信路２０内のデジタル領域を構成するデジタルラインの一部にのみ加えられる
。
【００１８】
図７Ｂは、ベースバンド（ＢＢ）段あるいは中間周波数（ＩＦ）段の所に実現され、受信
機の感度の抑圧を増すために、感度抑圧路６０上のデジタル感度抑圧信号、例えば、デジ
タル擬似ランダムノイズコードが受信路２０のデジタル領域内の少なくとも一部に注入さ
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れるもう一つの受信機感度抑圧システムを示す。この特定の実施例においては、加算器６
６によって、デジタル擬似ランダムシーケンスと復調された受信信号とが加算される。他
の要素、例えば、コンバイナと結合器を加算器６６として用いることもできる。受信路２
０のこのポイントにおいて、受信信号は、典型的には、同相（Ｉ）成分と直交（Ｑ）成分
に復調され、実現によって、受信路２０の部分は、受信信号のＩ成分、Ｑ成分、あるいは
Ｉ成分とＱ成分の両方を運ぶ。受信路２０上のベースバンド（ＢＢ）段あるいは中間周波
数（ＩＦ）段の所の受信信号成分は、感度抑圧信号と共に、アナログ／デジタル変換器（
Ａ／Ｄ）６８によって、アナログからデジタル領域に変換される。この実施例においては
、感度抑圧のレベルは、擬似ランダムノイズシーケンスの電力レベルを制御することによ
って調節される。
【００１９】
本発明の原理から逸脱することなく、受信信号路上、受信路のベースバンド段からＲＦ段
の間の任意の部分あるいはブランチ上、あるいは受信路に沿っての複数のポイントにおけ
る“ノイズ”のレベルを調節することで対応するレベルの感度抑圧を達成する他の受信機
感度抑圧システムを実現することもできる。加えて、説明の実施例では、感度抑圧信号は
、受信路のフロントエンドの所に設けられた低ノイズ増幅器の出力の下流で注入されたが
、ただし、感度抑圧信号は、受信機の受信路のこれとは異なる箇所で注入することもでき
る。結合器を用いて感度抑圧信号を増幅器の下流で受信路に注入することで、低挿入損失
（約０．５ｄＢ）を達成することができる。感度抑圧信号を受信路内に注入するための結
合器として、他のデバイス、例えば、コンバイナと加算器を用いることもできる。
【００２０】
本発明の受信機感度抑圧システムは、上では、無線受信機のフロントエンド、あるいはス
プレッドスペクトル受信機に対して用いるものとして説明されたが、ただし、本発明の受
信機感度抑圧システムは、受信機の感度を抑圧することが必要とされるあらゆる受信機に
対して用いることができる。例えば、本発明の受信機感度抑圧システムは、移動体ユニッ
トに対して用いることも、あるいは、ＡＭＰＳ、ＴＤＭＡ、ＣＤＭＡ、広帯域ＣＤＭＡ、
周波数分割多重アクセス（ＦＤＭＡ）あるいはＤｉｇｉｔａｌ　Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｃｏ
ｒｄｌｅｓｓ　Ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ（ＤＥＣＴ）　標準を用いるシステムに対して用いる
こともできる。加えて、本発明の受信機感度抑圧システムは、コヒーレント受信機内に実
現することも、非コヒーレント受信機内に実現することも、基地局内に実現することも、
あるいは移動局内に実現することもできる。さらに、本発明の原理による受信機感度抑圧
システムは、アプリケーションスペシフィック集積回路、ソフトウエア駆動処理回路、お
よび／あるいは離散要素を含む様々な方法にて実現することができる。例えば、感度抑圧
のレベルを調節するため、および／あるいは感度抑圧を実現する仕方を制御するための制
御回路は、上述のように受信機内の処理回路の一部として実現することもできるが、ただ
し、制御回路は、受信機、基地局および／あるいは基地局に接続された移動体交換センタ
（ＭＳＣ）によって監視される様々なパラメータに応答するように構成することもできる
。上述の実施例では、制御信号は、制御回路によって、直接に、受信機感度抑圧システム
の要素に送信される。ただし、制御信号を、例えば、移動体交換センタ（ＭＳＣ）から送
信し、これを、基地局を介して、受信機、そして、受信機の要素へとパスすることも考え
られる。このように、感度抑圧回路に対するパラメータを監視する機能、受信機に対する
感度抑圧の適正なレベルを決定する機能、および調節を実際に遂行する機能は、異なる箇
所で遂行することもできる。上の説明は、単に、本発明の原理を解説するためのものであ
り、当業者においては、ここに説明の実施例（用途）とは厳密な意味では同一でないが、
ただし、本発明の精神および範囲から逸脱することのない他の様々な修正、構成、および
方法を容易に考案できるものと考えられる。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来の技術において受信機の感度抑圧が遂行される様子を示す図である。
【図２】本発明の原理による受信機感度抑圧システムであって、広帯域ノイズが受信機の
受信路内に注入される実施例を示す図である。
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【図３】本発明の原理による受信機感度抑圧システムであって、連続波（ＣＷ）信号が受
信機の受信路内に注入される実施例を示す図である。
【図４】本発明の原理による受信機感度抑圧システムであって、Ｉ／Ｑ変調された信号が
受信機の受信路内に注入される実施例を示す図である。
【図５】本発明の原理による受信機感度抑圧システムであって、ミキサ変調された信号が
受信機の受信路内に注入される実施例を示す図である。
【図６】本発明の原理による受信機感度抑圧システムであって、減衰器変調された信号が
受信機の受信路内に注入される実施例を示す図である。
【図７Ａ】ベースバンド（ＢＢ）段あるいは中間周波数（ＩＦ）段の所に実現され、受信
機の感度の抑圧を増すために、感度抑圧路６０上のデジタル感度抑圧信号が受信路２０の
デジタル領域内の少なくとも一部に注入される受信機感度抑圧システムを示す図である。
【図７Ｂ】ベースバンド（ＢＢ）段あるいは中間周波数（ＩＦ）段の所に実現され、受信
機の感度の抑圧を増すために、感度抑圧路６０上のデジタル感度抑圧信号が受信路２０の
デジタル領域内の少なくとも一部に注入されるもう一つの受信機感度抑圧システムを示す
図である。
【符号の説明】
１６　フロントエンド
１８　広帯域ノイズ源
２２　低ノイズ増幅器（ＬＮＡ）
２４　感度抑圧路
２６　可変減衰器
２８　結合器
２９　制御回路

10

20

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】
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